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令和3年度 第7回教育研究評議会議事要録 

 

日 時  令和3年10月14日（木）14:00～14:43 

場 所  Teams（オンライン）開催 

出席者  太田学長，久留主理事，佐川理事，山岸理事，鳥羽田理事，菊池理事，金野副学長，

西川副学長兼全学教育機構長，折山副学長，内田人文社会科学部長，荒川教育学部

長，田内理学部長，増澤工学部長，戸嶋農学部長，原口図書館長，鈴木評議員，高橋

評議員，瀧澤評議員，野崎評議員，岡田評議員、金評議員，乾評議員，鎌田評議員，

大久保評議員，木下評議員，安評議員 

監事監査規則第9条第2項による出席者：中根監事、浅見監事 

 

 

議 題 

審議事項 

１ 共同研究に係る間接経費率の改正について 

 ２ 茨城大学大学院理工学研究科規程の一部改正について 

 ３ 茨城大学学生表彰規程の一部改正について 

 

 

報告事項 

 １ 教員の人事について 

 ２ 大学機関別認証評価「書面による分析状況」及び訪問調査への対応について 

 ３ 第21回国立大学法人17大学人文系学部長会議について 

 ４ 「令和3年度関東地区国立大学工学部長会議」及び「第45回国立大学56工学系学部長会議  

総会」の報告について 

 ５ ビブリオバトル大学予選会の開催について 

 ６ オンライン土曜アカデミー新著を語る「チバニアン誕生」の開催について 

 

 

議 事 概 要 

 

 

Ⅰ 審議事項 

１ 共同研究に係る間接経費率の改正について 

学長から，共同研究に係る間接経費率の改正について，資料1に基づき審議願いたい旨の

提案があった。次いで，金野副学長及び産学連携課長から説明があり，審議の結果，提

案のとおり了承された。 

 

【主な意見】 

・間接経費率を30%に上げること自体は賛成だが，資料上では改正しても赤字であり解 

決されていない。また，共同研究の場合，間接経費の半分を研究費として教員に戻し 

ていることを考えると，根拠となる数字の正確性には疑問が残る。財務上の直接経費 

と間接経費という分け方であることは理解するが，外部の理解を得るためにはもう少 

し丁寧に根拠を説明する必要があるのではないか。 

・大学執行部会議でも指摘したが，資料にある計算根拠では学内向けには理解を得られ 

ても外部向けには説得力が乏しい。赤字部分はどこから支出されているか等も説明し 
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た方が良いのではないか。 

 

 

２ 茨城大学大学院理工学研究科規程の一部改正について 

学長から，茨城大学大学院理工学研究科規程の一部改正について，資料2に基づき審議願

いたい旨の提案があった。次いで，増澤理工学研究科長から説明があり，審議の結果，

提案のとおり了承された。 

 

 

３ 茨城大学学生表彰規程の一部改正について 

学長から，茨城大学学生表彰規程の一部改正について，資料3に基づき審議願いたい旨の

提案があった。次いで，学生支援課長から説明があり，審議の結果，提案のとおり了承

された。 

 

 

 

Ⅱ 報告事項 

 １ 教員の人事について 

学長から，教員の人事について，資料4に基づき報告があった。 

 

 

 ２ 大学機関別認証評価「書面による分析状況」及び訪問調査への対応について 

西川全学教育機構長から，大学機関別認証評価「書面による分析状況」及び訪問調査へ

の対応について，資料5に基づき報告があった。 

 

 

 ３ 第21回国立大学法人17大学人文系学部長会議について 

内田人文社会科学部長から，第21回国立大学法人17大学人文系学部長会議について，資

料6に基づき報告があった。 

 

 

４ 「令和3年度関東地区国立大学工学部長会議」及び「第45回国立大学56工学系学部長会議   

総会」の報告について 

増澤工学部長から，「令和3年度関東地区国立大学工学部長会議」及び「第45回国立大学

56工学系学部長会議総会」の報告について，資料7に基づき報告があった。 

 

 

５ ビブリオバトル大学予選会の開催について 

原口図書館長から，ビブリオバトル大学予選会の開催について，資料8に基づき報告があ

った。 

 

 

６ オンライン土曜アカデミー新著を語る「チバニアン誕生」の開催について 

原口図書館長から，オンライン土曜アカデミー新著を語る「チバニアン誕生」の開催に
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ついて，資料9に基づき報告があった。 

 

 

 

Ⅲ 監事からの意見 

   ・共同研究に係る間接経費率の改正について，30%に上げることを企業等の皆様に理解し

てもらうためには丁寧な説明が必要である。計算根拠を精査して理解を得られるように

していただきたい。 

 

 

 

Ⅳ その他 

     無し 

 

 

   次回 教育研究評議会開催 

11月11日（木） 14時00分から 


